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1．1．はじめに   
本論文では、始めにピアヘルパー資格を取得した学生が活躍の場を広げる上で、地方の短  
期大学が地域の思春期保健活動と連携した事例を紹介する。さらにその活動に参加すること  









1．2．1本学における運用状況   
ピアヘルパーとはカウンセリングに関する民間資格で、日本教育力ウンセラー協会が養成  
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げている。   
このような目的を持つピアヘルパーの養成や認定は、カウンセラー協会と加盟校の分担で  
行うことになっている（岸 2001）。すなわち、資格認定のためには、①加盟校が指定する  





合格証は短大事務局で預かるといった弾力的な運用を図っている。   
筆記試験は、本学では毎年12月に実施している。初年度は74名の受験者がおり、2008年  










科目名   単   国文  英文  日本史   
社会  
位  情報   
教職   
キャリア形成支援講座  ロ  ○   ○   ○   ○   ○  
心理学   2  ○   ○   ○   ○   ○  
現代社会と教育問題  2  ○   ○   ○   ○   ○  
人間発達論   2  ○   ○   （⊃   ○   （⊃  
社会心理学   2  ○   ○   ○   ○   ○  
集合行動論   2  ○   ○   ○   ○   ○  
認知心理学   2  ○  
社会心理学演習   2  ⊂）   ○   〔）   ⊂）   ○  
栄養指導実習Ⅱ   ○  
学校栄養教育論   2  ○  
栄養指導論   2  ○  
発達と学習   2  ○   
生徒指導   2  ○   




（出典：山形県立米沢女子短期大学 2008）   
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前にある進学や就職に向けての動機付けとなる面も大きいだろう。   
しかし前節で述べたように、ピアヘルパーとは、本来は学校生括の質の向上を図ることが  
第一の目的となっている。従ってピアヘルパーを養成した後に、これをどのように学生生活  














1．3．1「ピアカウンセリング」とは   
本学での取り組みを説明する前に、まず本論文で取り上げる思春期保健・健康教育におけ  
る「ピアカウンセリング」とはどういうものかに関してまず、高村（編著 2005a、2005b）  
















いくことが、効果的かつ若者のニーズにあった方法である。   
ピアカウンセリングの対象となるのは心身共に健康な状態にある若者であることから、そ  
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対象として振る舞う役割を担っている。   




ーらが参画することになった（山形県置賜総合支庁 2005）。筆者も養成講習会の講師とし  
てこれに加わった。   
すでに述べたように、ピアヘルパーがピアカウンセリングを教育現場に応用したものであ  
るのに対して、ここで言う「ピアカウンセリング」は、（一般的な意味での）ピアカウンセ  














































、  ・ノ  
場所：米沢女手確聞大学 開め垂  
時間：午後4時30分～8暗まで  
直  月    日   隋 翠 会 内 容   竹 節   幣  曹   
1向日  7月15日（木）  ピアカウンセリングエクササイズ  鼎立米沢女手耀朋大学  
グループエンカウンター   助教授 亀ケ谷雅彦氏   
2回自  9月30日（木）  ピアサポーター熟成講習会について  
思昏舶保健健康ギャラリー   教授鈴木一啓氏  臆鶴保亀所  
「あひる－む」概要説明  祷輔主査 安孫子千住   
3日1日  10月7日（木）  ピアとは   鼎立米沢女子短期大字  
ピアカウンセリングとは 基本概念  助教授 亀ヶ替雅彦氏   
4画目  10月14日（木）  高校生に摺った性について   飛立米沢女手粗期大学  
教授 鈴木一啓氏  
5匡I日  10月21日（不）  カウンセリングの基本1   照巧カウンセリングセンター 
「基本的向き合い汚」   鴎床心理士 古川裕子氏   
6固自  11月 4日（木）  カウンセリングの基本‡   現宿カウンセリングセンター  
「感憫と向き合う、増極的傾聴」  簡床心理士 古川裕子氏   
7国眉  11月11［〕（木）  知っててほしい生と性   さとこ女性クリ＝ツク  
ー医療の現地カ＼らのメッセージー  院長 井上弛手氏   
8回目  11月18日（木）  カウンセリングの基本Ⅱ   頗窮カウンセリングセンター  
「自己決定能力を高める」   臨床心理士 古川裕子氏   
9匡‖∃  11月25日（木）  性についての理解  助産師 山口節子氏  
「かけがえのない生命と性」  
10匝個  12月2日（木）  性についての理解  助産洞 山口節子氏  
「妊婦体験と避妊の実淵」  
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◇配置するもの   
○展示品 パネル、避妊用異   
○配布資料 パンフレット、リーフレット   
○その他 妊婦体験ジャケット、沐浴人形、骨密度測定粥、体脂肪封  
アルコールパッチテスト、各種ビデオ、パソコン  
握力計、立位体酌屈測定離、垂直とび測定器、全身反応測定∬  
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2．ピアヘルパー及びピアカウンセリング活動が学生に与える心理的影響の検討  
2．1．目的   
これまで述べてきたようなカウンセリングの学習が学生の精神的成長に役立つ面は少なく  
ないだろう。とりわけ、社会的スキルの学習と実践を通して他者とのよりよい関係性を経験  






値を見いだしていることが検証されている（高橋他 2008）。別の事例でも、養成講座は自  
己理解や他者理解、コミュニケーションスキル、自分自身の意志決定に対する自信、といっ  
た面について役だったと答える者が多いことが示されている（久保田他 2006）。養成セミ  
ナーに参加した看護学生に対する半構成的グループインタビューの結果でも、傾聴能力の上  
達や自己表現の変化を感じているほか、自己効力感の高まりや仲間の存在と協同の重要性な  
どが指摘されている（栗田 2007）。   
本論文では、ピアカウンセリング活動への参加の有無が女子短大生の精神的成長にどのよ  
うに寄与しているかを確かめるために、活動の前後で自尊感情尺度と個人志向性・社会志向  






















ある。本論文ではこの項目を「主観的学力度（subjectiveacademicachievement，SA）」と呼ぶ。   
なお本論文では、社会志向性P尺度をSP、社会志向性N尺度をSN、個人志向性P尺度をIP、  
個人志向性N尺度をINと表記する。また自尊感情尺度はE、主観的学力度はSAと表記する。  
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なお、SAは値が小さいはど勉強ができるようになったと思う度合いが強いことを表す。  
表3 個人志向性・社会志向性PN尺度の質問項目  
個人志向性P尺度   
自分の個性を活かそうと努めている   
自分の心に正直に生きている   
小さなことも自分ひとりでは決められない●   
自分の生きるべき道が見つからない●   
自分が満足していれば人が何を言おうと気にならない   
自分の信念に基づいて生きている   
周りと反対でも、自分が正しいと思うことは主張できる   
自分が本当に何をやりたいのかわからない●   
社会志向性P尺度   
人に対しては、誠実であるよう心掛けている   
他の人から尊敬される人間になりたい   
他の人の気持ちになることができる   
他人に恥ずかしくないように生きている   
周りとの調和を重んじている   
社会のルールに従って生きていると思う   
社会（周りの人）のために役に立つ人間になりたい   
人のつながりを大切にしている   
社会（周りの人）の中で自分が果たすべき役割がある   
個人志向性N尺度   
周りのことを考えず、自分の思ったままに行動することがある   
自分の性格は、わがままだと思う   
個一性が強すぎて、人とよくぶつかる   
何ごとも独断で決めることが多い   
自分中心に考えることが多い   
人に合わせるよりは、たとえ孤独であっても自由なほうがよい   
社会志向性N尺度   
何かを決める場合、周りの人に合わせることが多い   
人の先頭に立つより、多少がまんしてでも相手に従うほうだ   
人前では見せかけの自分をつくってしまう   
なにか良くないことがあると、すぐ自分のせいだと考えてしまう   
相手の顔色をうかがうことが多い   















2．2．2 データと手続き   
上の仮説を検証するため、本論文ではピアカウンセリング活動の前後2回において質問紙  
によるアンケート調査を行ってローゼンバーグの自尊感情尺度および伊藤の個人志向性・社  






















2．3 考察  












表4 各尺度の信頼性分析   
項目名   
バッ   
自尊感情尺度（E）  ．73   ．70  
個人志向性P尺度（IP） ．54   ．52  
社会志向性P尺度（SP） ．80   ．77  
個人志向性N尺度（IN）．75   ．69  
社会志向性N尺度（SN）．75   ．71   
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表5 尺度間の相関係数  
E  IP  SP  IN  SN  SA  
E  ．509＊＊．169  －．207  －．662＊＊－．135  
IP ．509＊＊  －   ．247  －．054  －．512＊＊－．073  
SP ．169  ．247  －  －．488＊＊．153  －．311＊  
IN －．207  －．054  －．488＊＊  －   ．110 ．055  
SN －．662＊＊－．512＊＊．153  ．110  －  ∴152 
SA 一．135  －．073  －．311＊ ．055  －．152  
E ．634＊＊．358＊＊．159  －．332＊ 一．542＊＊．131  
IP ．490＊＊．663＊＊．140 ．215  ∴439＊＊一．039  
SP ．109 ．073 ．700＊＊－．132 ．149  －．288＊  第  
2  
疲 王㌘ ‾・118 ‾・027 ‾・340＊＊・688＊＊・020・094   
SN －．402＊＊－．459＊＊．117 ．075 ．705＊＊－．013  
SA －．052  ．154  －．150 ．110  －．142  ．373＊＊  
＊pく．05 ＊＊pく．01  
E  IP  SP  IN  SN  SA  
E  ．634＊＊．490＊＊．109  －，118  －．402＊＊－．052  
IP ．358＊＊．663＊＊．073  －．027  －．459＊＊．154  
SP ．159 ．140 ．700＊＊－．340＊＊．117  －．150  
IN －．332＊ ．215  －．132  ．688＊＊．075  ．110  
SN －．542＊＊一．439＊＊．149  ．020  ．705＊＊－．142  
SA ．131 －．039  －．288＊ ．094  －．013  ．373＊＊  
E  ．329＊ ．157  －．387＊＊－．379＊＊－．129  
IP ．329＊  ．124 ．116  －．367＊＊－．112  
SP ．157  ．124  －  －．290＊ ．111 －．213  
IN －．387＊＊．116  －．290＊   －   －．037  ．166  
SN －．379＊＊－．367＊＊．111 －．037  
－   －．045  
SA －．129  －．112  －．213  ．166  －．045  
＊pく．05 ＊＊pく．01  














ピアヘルパー試験のみ受けた被験者との比較が必要となってくる。   





表6 サンプル全体での各尺度得点の平均値と標準偏差  
7．60（6．02） 28．38（5．08）  
2．59（4．46） 22．55（4．20）  
3．51（5．37）く 34．74（4．87）  
7．27（4．57） 17．42（4．10）  
－1．18  
．08  
－2 32＊  
－．34  
．69  
1．60   
25．56（4．92） 25．24（4．15）  







表7 各尺度のt検定結果   
（1）E得点  
サポーター群 5 31．4（7．1）  30．4 （3．4）  ．45  
ヘルパーのみ群 5 26．8（4．4）   弧0 （6．0） －1．14  
未参加群  42 27．2 （6．0）   28．0 （5．1） －1．00  
（2）Ⅰ叩点  
n  執政   触感  t  
サポーター群 5 23．2 （6．0）  
ヘルパーのみ群 6 21．3 （4．6）  
未参加群  45 22．7 （4．3）  
26．0 （5．2） －1．45  
21．3 （3．6）  ．00  
22．3 （4．1）  ．75   
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（3）SP得点  
n 1疲  2疲  t占  
サポーター群  4 29．0 （7．8）   32．0 （4．5） －1．60  
ヘルパーのみ群 6 37．2 （3．9）   36．3 （4．7）  ．50  
未参加群  47 33．4 （5．1）く 34．8 （4．9） 一2．31＊  
＊pく．05  
（4）岬点  
。 ・1疲  2   t  
サポーター群  5 20．0 （3．4）〉 18．0 （3．7）  3．54＊  
ヘルパーのみ群 6 15．0 （5．0）   16．3 （2．7）  一．87  
未参加群  4817．2 （4．5）  17．5 （4．3）  ∴54  
＊pく．05  
（5）SN点  
。 1疲  2   t占  
サポーター群  5 22．2 （6．8）   23．2 （6．4）  －．45  
ヘルパーのみ群 6 29．8 （5．2）   27．8 （3．9） 1．94  
未参加群  48 25．4 （4．5）   25．1（3．9）  ．49  
（6）SA得点  
n  l   ▲2疲  t  
サポーター群  5  4．6 （．5）  3．4 （1．1）  2．06  
ヘルパーのみ群 6  3．3 （1．0）  3．0 （1．1）  ．67  
未参加群  48 4．1（．8）  4．0 （．8）  ．66  









表8 多重比較で有意差が見られた一元配置分散分析の結果  
碑の 
（S）自由錮）平均平方（MS）F価  
群（群間）   167．7  2  83．8  3．76＊  
誤差（群内）1248．9  56  22．3  
全 体  1416．5  58  
＊p＜．05  
多重比較汀ukeyHSD法）  平均値の差  
サポーター群＜ヘルパーのみ群  －7．63＊  
サポーター群一未参加群  －3．18  
ヘルパーのみ群一未参加群  4．46  
＊pく05  
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（2）第1波のSA得点  
一三軋巨l・！′・＝巾、、；白山l空トミ：；1－リニギい：J、－ F仙  
群（群間）  4．6  2  2．3  3．60＊  
誤差（群内）  36．2  56  ．6  
全 体  40．8  58  
＊pく05  
多重比較（TukeyHSD法）   平均値の差  
サポーター群＞ヘルパーのみ群   1．27＊  
サポーター群一未参加群  ．52  
ヘルパーのみ群一未参加群  －．75  
＊p＜．05   
（3）第2波のSA得点  
て勘巨l・‾－・－．汀：いヾ：川い≡：：・－・ド」ニニけり′、．－、・F′ニし  
群（群間）  6．4  2  3．2  4．37＊  
誤差（群内）  41．2  56  ．7  






平均値の差   
．40   
一．60   
－1．00＊  
＊p＜．05  
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られる。さらに詳しく言えば、SP、SN尺度に関してはヘルパーのみ群の方が上方に位置し、  
IP、IN尺度に関してはサポーター群の方が上方に位置している。このような得点傾向から、  
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